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争
識
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模
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三
億
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昭和44年度予算のすがた特集
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こ
の
ぺ
ー
ジ
は
、
町
議
会
三
月
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鋤
定
例
会
の
第
二
日
目
（
三
月
十
一
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蜘
日
）
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町
長
の
行
な
っ
た
昭
和
四
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㎜
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
の
説
明
鮒
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か
ら
、
要
点
の
み
を
と
り
ま
と
め
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一
四
、
九
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
　
の
伸
び
率

　
わ
た
く
し
が
町
長
に
就
任
し
て
か
ら

一
年
と
四
か
月
と
い
う
期
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
れ
は
四
年
の
任
期
の
ち
ょ
う

ど
三
分
の
一
に
あ
た
り
、
そ
の
間
議
員

各
位
や
職
員
の
寛
容
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
得
て
、
改
革
的
な
仕
事

も
で
き
、
ま
ず
は
順
調
に
推
移
し
て
き

た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
常
に
過
去
を
省
み
な
が
ら
、
そ
し
て

未
来
を
展
望
し
な
が
ら
現
実
に
処
す
る

と
い
う
の
が
、
わ
た
く
し
の
行
財
政
に

従
事
す
る
う
え
で
の
基
本
的
な
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
幕
を
あ
け
た
宇
宙
時
代
、
経

済
の
高
度
成
長
や
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
発

達
、
都
市
と
農
村
の
区
別
が
つ
か
な
く

な
る
よ
う
な
未
釆
を
想
定
し
、
こ
の
豪

雪
、
辺
地
、
単
作
地
帯
を
地
域
格
差
に

は
じ
ま
る
重
圧
か
ら
は
ね
の
け
住
民
福

祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
き
な

責
務
で
あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　
四
十
四
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
、
当
初
、
昨
年
よ
り
一
一
パ
ー
セ
ン

通

一
千
一

一
百
万
円

年
制
を
強
め
効
率
化
を
図
る
ー

ト
増
、
約
三
億
に
と
ど
め
る
考
え
で
い

た
と
こ
ろ
、
各
課
の
要
求
は
三
億
三
千

五
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
財
源

枠
の
限
度
を
ひ
ろ
げ

二
千
三
百
万
円
を
査

定
減
し
て
、
最
終
的

に
は
ご
覧
の
よ
う
な

三
億
一
千
二
百
一
万

四
千
円
、
　
一
四
、
九

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
ぴ

率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
数
字
は
、
国

の
一
五
、
八
パ
ー
セ

ン
ト
増
、
県
に
お
け

る
特
殊
な
災
害
関
係

を
除
い
て
も
一
八
パ

ー
セ
ン
ト
増
と
い
う

の
に
く
ら
べ
て
も
な

残
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
心
配
の
な
い

予
算
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
伸
ぴ
は
約
一
ニ
パ
ー

お
低
く
、
自
治
省
の
発
表
し
た
地
方
財

政
計
画
の
伸
ぴ
率
一
八
、
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
下
回
り
、
財
源
の
貧
困
さ
に
心
は

模規算予

向

セ
ン
ト
、
地
方
税
は

一
一
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
や
は
り
地

方
財
政
計
画
に
お
け

る
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

ニ
○
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
伸

ぴ
率
よ
り
低
い
数
字

に
な
り
ま
す
。

均
衡
の
と
れ
た
計

画
性
の
あ
る
予
算
に

し
た
い
と
い
う
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
末
端
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

住
民
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
、
キ
メ
の

こ
ま
か
い
行
政
を
行
な
う
こ
と
に
意
義

千
手
水
道
特
別
会
計

　
　
七
一
、
三
七
〇
千
円

角

が
あ
り
ま
す
。
過
疎
の
深
刻
化
、
産
業

の
高
度
化
に
つ
れ
て
、
新
し
い
財
政
需

要
も
加
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
と
必
要
性
に

応
じ
て
年
次
計
画
的
に
こ
れ
を
実
行
に

移
す
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
負
担
の
軽
減

　
新
年
度
は
、
実
施
五
か
年
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
第
一
年
次
分
を
当
初
予
算

に
計
上
す
る
処
置
を
と
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
場
の
八
百
三
十
町
歩
と
い
う

ほ
場
整
備
に
対
し
て
、
仙
田
地
区
の
総

合
開
発
を
推
進
し
た
い
と
考
え
、
幸
い

県
単
山
村
振
興
事
業
を
受
け
入
れ
る
こ

亡
が
で
き
た
の
で
、
四
か
年
計
画
の
第

一
年
度
分
も
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
住
民
に
い
か
に
密
着
し
た
予
算
で
あ

る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
と
く
に

地
元
負
担
の
軽
減
を
図
つ
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
直
結
し
た
事
業
を
遂
行
し

て
ゆ
き
た
い
と
い
う
意
思
を
取
み
入
れ

ま
し
た
。

　
税
外
負
担
の
軽
減
は
、
県
が
道
路
建

設
費
の
負
担
金
を
廃
止
、
あ
る
い
は
軽

減
す
る
方
途
を
講
じ
て
い
る
わ
り
で
あ

り
、
町
で
も
各
種
事
業
に
対
す
る
地
元

国
保
（
施
設
）
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
二
六
、
一
三
〇
千
円

負
担
に
関
し
て
、
公
正
な
取
り
扱
い
と

県
に
準
じ
た
漸
減
を
行
な
う
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　
年
次
的
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
減
ら

し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
計
画
で
す
が
、
こ

の
際
、
町
内
の
自
治
組
織
等
に
お
い
て

も
、
負
担
能
力
と
い
う
こ
と
を
よ
く
わ

き
ま
え
て
、
経
費
の
節
減
、
ひ
い
て
は

負
担
の
軽
減
と
い
う
こ
と
に
意
を
用
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
予
算
は
総
合
予
算
主
義
を
と
り
、
通

年
制
の
強
い
も
の
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
財
政
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ

り
、
効
率
化
を
高
め
る
努
力
に
つ
な
が

る
も
の
で
す
。

　
し
た
が
つ
て
、
投
資
的
経
費
に
お
い

て
も
特
殊
な
も
の
、
重
要
な
も
の
は
全

額
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
、
県

費
の
内
示
を
ま
っ
て
逐
次
補
正
を
し
て

ゆ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
単
独

事
業
は
財
源
の
見
通
し
や
重
要
度
を
勘

案
し
て
、
弾
力
的
に
計
上
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ほ
場
整
備
事
業

の
調
査
費
に
つ
い
て
も
、
県
の
予
定
は

六
月
県
会
で
補
正
す
る
と
い
う
確
約
を

得
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
推
進

に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一
農
業
共
済
特
別
会
計

　
　
二
三
、
七
一
六
千
円

r→

国
保
（
事
業
）
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
八
二
、
五
六
五
千
円



ラ2昭和44年4月25日ば／拓．5ろひ町政の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般

　
　
前
年
当
初
よ
り

　
　
約
一
五
％
の
伸
び

会

計

　
（
項
別
の
内
訳

●
議
会
費

・
議
会
費

●
総
務
費

・
総
務
管
理
費

・
徴
税
費

単
位
千
円
）

八
、
六
三
〇

四
三
、
山
ハ
一
一
一
一

九
、
九
七
四

・
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

・
選
挙
費

・
統
計
調
査
費

・
監
査
委
員
費

●
民
生
費

・
社
会
福
祉
費

・
児
童
福
祉
費

●
衛
生
費

・
保
健
衛
生
費

・
清
掃
費

●
農
林
水
産
業
費

・
農
業
費

・
林
業
費

・
水
産
業
費

●
商
工
費

・
商
工
費

●
土
木
費

・
土
木
管
理
費

三
、
一
九
四

二
、
五
四
一
一

』
一
、
一
七
一

　
　
一
〇
〇

九
、
＝
一
九

一
三
、
O
O
O

一
七
、
三
五
二

一
一
、
七
一
ニ

ニ
九
、
五
三
〇

一
、
一
八
七

　
三
、
三
〇
四

七
、
四
二
五

八
、
六
四
七

・
道
路
橋
り
ょ
う
費
三
〇
、
出
八
五

・
雪
害
対
策
費

・
河
川
費

●
消
防
費

・
消
防
費

●
教
育
費

・
教
育
総
務
費

・
小
学
校
費

・
甲
学
校
費

・
高
等
学
校
費

・
幼
稚
園
費

五
、
二
三
五

　
六
五
〇

一
〇
、
六
六
一

　
七
、
七
二
三

二
七
、
〇
三
三

一
〇
、
〇
二
四

　
　
九
四
六

　
二
、
六
三
八

・
社
会
教
育
費
　
　
　
二
、
九
六
七

・
保
健
体
育
費
　
　
　
　
三
四
四

●
災
害
復
旧
費

・
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
五
五
一

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
一

●
公
債
費

・
公
債
費
　
　
　
　
二
一
、
〇
四
二

●
予
備
費

・
予
備
費
　
　
　
　
　
五
、
五
八
六

①
嘱
託
員
の
報
酬
は
基
本
額
三
千
五

百
円
に
一
世
帯
当
た
り
六
十
円
を
加
算

し
た
額
（
総
務
管
理
費
）

②
こ
と
し
二
十
七
万
円
で
会
議
室
の

椅
子
を
新
調
。
役
場
庁
舎
も
約
六
十
万

の
予
算
で
、
配
線
、
電
灯
、
改
装
工
事

を
行
な
う
（
総
務
管
理
費
）

③
総
合
開
発
関
係
事
務
の
予
算
は
総

務
費
の
企
画
費
に
計
上
し
て
あ
り
、
し

め
て
百
五
十
八
万
四
千
円
と
い
う
額
。

④
町
議
選
の
経
費
は
五
＋
五
万
円
。

同
じ
く
農
業
委
員
の
改
選
も
こ
と
し
で

そ
の
費
用
四
十
八
万
円
（
選
挙
費
）
。

⑤
慰
霊
祭
、
こ
と
し
は
各
地
区
ご
と

に
実
施
、
そ
の
費
用
合
わ
せ
る
と
二
十

八
万
二
千
円
（
社
会
福
祉
費
）

⑥
常
設
保
育
所
の
予
算
四
百
三
十
一

万
、
い
っ
ぽ
う
、
へ
き
地
保
育
所
の
方

は
六
か
所
七
百
五
十
五
万
円
で
、
　
一
か

所
分
の
施
設
工
事
補
助
九
十
五
万
円
も

は
い
つ
て
い
る
（
児
童
福
祉
費
）

⑦
小
出
に
あ
る
魚
沼
学
園
の
増
築
費

負
担
分
七
十
八
万
五
千
円
も
計
上
さ
れ

て
い
る
（
児
童
福
祉
費
）

⑧
水
道
普
及
率
の
上
昇
も
眼
目
の
ひ

と
つ
、
寺
ケ
崎
水
道
助
成
に
十
万
二
千

六
百
円
（
保
健
衛
生
費
）

⑨
千
手
簡
易
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
二
百
二
十
九
万
（
保
健
衛
生
費
）

⑩
清
掃
費
は
、
し
尿
処
理
関
係
の
予

算
で
委
託
費
と
車
の
賃
借
料
。

⑪
消
防
の
備
品
購
入
は
自
動
車
ポ
ン

プ
、
役
場
前
ポ
ン
プ
、
赤
谷
ポ
ン
プ
な

ど
で
二
百
六
十
五
万
円
（
消
防
費
）
。

⑫
学
校
関
係
の
建
設
事
業
は
橘
小
の

プ
ー
ル
、
千
手
小
の
グ
ラ
ン
ド
拡
張
、

白
倉
小
の
給
水
工
事
（
小
学
校
費
）
。

⑬
婦
人
学
級
育
成
費
は
＋
五
万
六
千

円
、
ま
た
青
年
学
級
の
運
営
費
は
三
十

万
八
千
円
（
社
会
教
育
費
）

⑭
公
債
費
を
区
分
ご
と
に
な
が
め
て

み
る
と
、
元
金
利
子
と
も
で
額
の
多
い

ほ
う
か
ら
学
校
施
設
債
、
減
税
補
て
ん

債
、
災
害
復
旧
債
、
教
員
住
宅
債
、
道

路
整
備
債
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（一般会計）歳出の款別比較

費生衛

費生

予算のいろいろな
　　　　　　使いみち　（単位万）

o災害復旧事業費……・……・2268

0道路新設改良事業費・………2125
0教育施設関係事業費・・……・・／052

0山村振興関係事業費・・………・704

0消防施設関係事業費…・・……・161

0観光施設関係事業費・……・…・147

費務総

議　会　費

災害復旧費

o母子ミルク支給費・…………・100
0広報発行の直接経費…・…　…・…　45

0慶大診療班対策費…　…………・50

0合同落成式・……・…………・・23
0へき地医薬品配布・・…………・・20

0成人式・…・…・……・………・20
0敬老会（委託費）…　……・……・15

費育

費防消

費木

o小型圧雪機購入費補助・…・…・・100

0明治百年記念植林補助・…・・……58

0観光行事補助・・………・・…・…　25

費債公

水産業費

o老人クラブ補助金・……・・……・40

0ニシキゴイ組合補助金・……・…・20

0婦人会補助金…・…・・…・……・・6

費工商

6．43％（2．006万円）

究1堺＝。∴’∫；く”＝筆：ミぎ

ス09％（2邪廻 ”糧
民
．

・3∵・・：

9∵．．1：三：

：6一’・．

19．43％

”ll”

（6．061万円）

2．ア7％（865万円）

多了二1簸傑三麦φ彰

教
16．56％

（5．168万円）

3。42％（1．066万円）

14．36％

グ〃
　　　（4．482万円

土

　●　　　・　　　　　●　　　　●
●　　　　　　　　●　　　　　　　　■
　●　　　　　　　　　　　　　　　●

　　0　●o
●
　
　●
・
＝
● ●　・．●　．9．o　．●　．●よ　・ご●．●・。．．．。　●．・、　．’．・　・

　●　。　●・●　。o　。　二　・●．。　・　●●　．。　．　。

　　　　　　　　　　　　　●　　9　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●6．74％（2．104万円）　・●・
　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　　　　　●

10．90％（5！102万円）
農刺

2．乙80　745万円　＼、

↑794％（559万円）予備費
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道
路
の
新
設
改
良

路
線
名
の
次
の
か
っ
こ
内

は
地
名
、
事
業
量
（
肌
）
、
新

規
も
し
く
は
継
続
の
順

　
沖
立
線
（
沖
立
、
三
百
、
継
）
　
坪

山
線
（
坪
山
、
百
五
十
、
継
）
　
山
の

根
線
（
霜
条
、
二
百
五
十
、
継
）
　
田

甲
線
（
田
甲
町
、
百
五
十
、
新
）
　
山

手
線
（
高
原
田
、
二
百
五
十
、
新
）

伊
友
線
（
伊
友
、
六
百
五
十
、
新
）

学
校
線
（
学
校
町
、
二
百
、
新
）
　
裏

町
線
（
神
社
町
、
二
百
、
新
）
　
下
段

小
路
線
（
東
善
寺
、
二
百
、
新
）
　
発

電
所
通
線
（
発
電
所
通
、
六
十
、
新
）

川
甲
校
庭
（
霜
条
南
原
、
五
十
、
新
）

割
目
線
（
上
新
井
、
二
百
、
新
）
　
西

浦
線
（
上
野
、
百
五
十
、
継
）
　
甲
央

通
線
（
下
平
新
田
、
二
百
五
十
、
継
）

三
領
線
（
三
領
、
六
十
、
継
）
　
横
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
じ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　
リ

リ
“
　
下
の
図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
　
一
般

…
会
計
の
歳
入
で
い
ち
ぱ
ん
大
き
い
の

“
が
地
方
交
付
税
。
金
額
に
し
て
一
億

　

”
二
千
三
百
六
十
万
円
に
の
ぼ
る
。

　

…
　
，
以
下
、
町
税
の
九
千
七
百
五
十
万

…
円
、
国
庫
支
出
金
の
二
千
七
百
四
十

　

”
六
万
円
、
県
支
出
金
の
千
六
百
六
十

　

…
八
万
円
と
つ
づ
い
て
い
る
。

　

“
　
図
の
甲
で
、
九
・
六
六
ペ
ー
セ
ン

　

…
ト
を
占
め
て
い
る
「
そ
の
他
」
の
内

…
訳
は
、
分
担
金
お
よ
ぴ
負
担
金
二
・

…
六
三
、
財
産
収
入
一
・
六
三
、
使
用

　

”
　
　
　
　
　
　
　
料
お
よ
ぴ
手
数
料

　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
四
五
、
諸
収

”
計…
　
入

　
　
　
　
　
　
　
入
一
・
三
七
、
繰

・
会

　
　
　
　
　
　
　
越
金
一
・
二
八
、

●　

…
般
歳

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
一
・
三
〇

”
　
一

　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
、
最
も
少

●　

…
　
　
　
　
　
　
　
な
い
繰
越
金
の
一

ロ

●
　
●
　
o
　
●
　
o
　
●
　
．
　
伊
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
．
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

線
（
新
町
新
田
、
百
、
新
）
　
節
黒
城

線
（
新
町
新
田
、
二
百
、
新
）
　
川
辺

線
（
小
根
岸
、
四
百
、
新
）
　
山
手
線

●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
．
　
　
●
　
　
　
O
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●

　
・
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
）

四
百
万
円
と
い
う
額
で
あ
る
。

　
町
税
の
税
目
ご
と
の
割
合
は
ど
う

か
と
い
う
と
、
多
い
方
か
ら
固
定
資

産
税
六
穴
・
五
ニ
ペ
ー
セ
ン
ト
（
六

千
四
百
八
＋
六
万
円
）
、
市
町
村
民
額

税
一
七
．
五
一
（
千
七
百
七
万
円
）
総

市
町
村
た
ぱ
こ
消
費
税
の
八
・
九
六
（

（
八
百
七
十
三
万
円
）
、
電
気
ガ
ス

税
三
・
九
六
（
三
百
八
十
六
万
円
）
△
口

軽
自
動
車
税
二
・
九
五
（
二
百
八
＋
割

八
万
円
）
、
木
材
引
取
税
〇
二
〇
の

（
＋
万
円
）
の
順
に
な
る
．
入

そ
の
他
で
は
、
前
年
度
か
ら
新
た
歳

に
設
け
ら
れ
た
「
自
動
車
取
得
税
交
計

付
金
」
三
百
万
円
、
同
じ
く
「
交
通
△
写

安
全
対
策
特
別
交
付
金
」
五
万
円
、
般

ほ
か
に
繰
入
金
百
万
円
、
以
上
が
一
　
一

般
会
計
歳
入
の
全
容
で
あ
る
。

●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
0
　
　

■
　
　
　
■
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　

O 312，014千円

（
元
町
、
三
百
、
新
）
　
根
深
線
（
根

深
、
百
五
十
、
新
）
　
西
線
（
木
落
、

三
百
、
継
）
　
小
脇
線
（
小
脇
、
千
、

継
）
　
高
倉
線
（
高
倉
、
二
百
、
継
）

藤
沢
線
（
藤
沢
、
四
百
、
新
）
　
峠
線

（
越
ケ
沢
、
百
五
十
、
新
）
　
申
田
線

（
室
島
、
二
百
、
新
）
　
霧
谷
線
（
室

島
、
二
、
新
）
三
桶
線
（
小
白
倉
、

七
十
、
新
）
　
万
柿
坂
線
（
大
白
倉
、

七
十
、
継
）
　
計
画
合
計
二
十
九
路
線

災
害
復
旧
関
係

　
　
　
　
工
事
計
画

　
大
白
倉
（
水
路
）
　
原
田
（
道
路
）

赤
谷
（
水
路
）
　
大
白
倉
（
道
路
）

田
戸
（
水
路
）
　
同
（
田
）
　
寺
ケ
崎

（
橋
）
　
小
脇
（
田
）
　
同
（
水
路
）

同
（
あ
ぜ
）
　
同
（
道
路
）
　
甲
仙
田

（
道
路
）
　
小
脇
（
橋
）
　
室
島
（
道

路
）
　
高
倉
（
田
）
　
同
（
水
路
）

●
　
　

●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　

O
　
　
　
●
　
　
　
0
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
り

地方交付税
　　39．61％

中
仙
田
（
道
路
）
　
同
（
頭
首
工
）

同
（
水
路
）
　
赤
谷
（
道
路
）
　
大
倉

（
水
路
）
　
元
町
（
道
路
）
　
同
（
水

路
）
　
小
根
岸
（
水
路
）
　
野
口
（
道

路
）
　
寺
ケ
崎
（
道
路
）
　
大
倉
（
農

地
保
全
）
　
小
根
岸
（
水
路
）
　
野
口

（
橋
）
　
　
　
　
計
　
二
十
九
か
所

水
道
事
業
　
　
予
算
総
額

特
別
会
計
　
　
七
千
百
三
＋

七
万
円
の
う
ち
、
九
三
パ
！
セ
ン
ト
余

り
が
建
設
事
業
費
、
あ
と
は
総
務
費
と

公
債
費
な
ど
で
あ
る
。

　
財
源
は
、
国
の
補
助
金
、
起
債
、
利

用
者
の
負
担
金
お
よ
び
一
般
会
計
か
ら

●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
O
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
O
　
　
●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

p
●
　
．

　・・㍗’＼
その勉㌧

％6％

磁
籍
、

菱

膨
協

　
　
承
　
一
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
町
債
l
L

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　

●
　
　
　
■
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
O
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
0
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●

●1
二寄

：付

1金

：

：

：

：

：L258％　　一曜
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

公共（国費）事業施行予定

事業名 路線（河）名 施行場所 事業内容

直轄事業 252号線 上　　　野

松葉沢
舗　　　　装

用地買収
護岸事業 信濃川提1防 上新井 用地買収i築　　　　堤

〃 〃 木　　　落 〃

舗装新設
／」・千谷千手

十日町線
野　　　口 舗　　　　装

〃 〃 上　　　野 〃

交通安全
施　　　設「〃 〃 歩　　　　道

特改1種 大沢川西線 野　　　口 用地買収
〃 長岡・小国

松　　イ　　線 赤　　　谷
〃

特改4種 〃 中　イ山　田 舗　　　　装

防雪対策 〃 室　　　島 段　　切　　り

特改1種 町道山手線 用地買収
改　　　　良

の
繰
入
金
と
な
る
が
、
利
用
者
個
人
の

負
担
に
つ
い
て
は
、
流
末
工
事
（
家
庭

へ
の
引
込
線
工
事
）
分
と
、
加
入
金
の

よ
う
な
性
格
を
も
つ
分
担
金
の
双
方
合

わ
せ
て
、
　
一
戸
当
た
り
三
万
円
以
内
に

お
さ
え
た
い
と
い
う
方
針
か
ら
、
平
均

し
て
流
末
工
事
に
一
万
六
千
円
、
分
担

金
に
一
万
四
千
円
程
度
と
い
う
概
算
見

積
も
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
約
一

千
二
百
七
十
万
円
。
な
お
、
水
道
の
基

本
料
金
は
月
三
百
円
（
十
立
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
）
と
い
う
低
額
を
予
定
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
地
区
の
全
戸
加
入

を
実
現
し
た
い
と
い
う
町
の
考
え
の
表

わ
れ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

国
保
事
業
　
　
予
算
規
模

特
別
会
計
　
　
は
八
千
二
百

五
十
六
万
五
千
円
。
歳
入
は
国
民
健
康

保
険
料
二
千
九
百
七
十
噸
万
円
（
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
国
庫
支
出
金
五
千
五

十
四
万
一
千
円
（
六
一
、
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
大
口
が
ふ
た
つ
。
歳
出
で
は
保

険
給
付
費
が
七
千
二
百
十
一
万
円
で
全

体
の
八
七
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
，

国
保
施
設
　
　
予
算
規
模

特
別
会
計
　
　
二
千
六
百
＋

三
万
円
。
歳
入
歳
出
の
お
も
な
る
も
の

は
、
歳
入
で
診
療
収
入
の
二
千
五
百
八

十
万
八
千
円
、
歳
出
で
総
務
費
の
千
五

百
七
十
五
万
円
、
医
業
費
（
薬
品
や
衛

生
材
料
費
）
の
九
百
七
十
八
万
円
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

農
業
共
済
　
　
予
算
総
額

特
別
会
計
　
　
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
千
三
百
七
十
一
万
六
千
円

勘
定
区
分
ご
と
の
規
模
は
、
農
作
物
共

済
に
千
五
百
五
十
一
万
一
千
円
、
蚕
繭

共
済
に
五
十
八
万
八
千
円
、
家
畜
共
済

に
五
十
三
万
九
千
円
。
ほ
か
に
業
務
関

係
で
七
百
七
万
八
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
業
務
勘
定
の
中
に
は
、

部
落
防
除
班
活
動
助
成
金
五
十
五
万
円

も
含
ま
れ
て
い
る
。



（4）

昭和44年4月25日ば拓．5ろひ町政の

総
合
予
算

　
　
　
　
　
の
意
味

　
昭
和
四
十
四
年
度
川
西
町
一
般
会
計

予
算
は
、
総
額
三
億
一
千
二
百
一
万
四

千
円
で
前
年
度
当
初
に
対
し
て
一
四
、
九

％
め
の
び
で
あ
る
。
こ
の
の
ぴ
率
は
、

国
の
予
算
の
一
，
五
、
八
・
％
、
地
方
財
政
計

画
の
一
八
、
五
％
『
の
ぴ
の
い
ず
れ
に
比
べ

て
も
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
大
幅
減
と

な
っ
た
災
害
復
旧
費
を
除
い
た
額
で
比

較
す
る
と
前
年
対
比
二
五
、
八
％
の
の
ぴ

と
な
り
、
同
じ
基
準
に
よ
る
県
予
算
の

の
ぴ
一
八
％
を
も
こ
え
る
数
字
と
な
っ

て
い
る
。

　
新
年
度
予
算
は
、
前
年
度
に
引
き
つ

づ
い
て
総
合
予
算
主
義
を
採
用
し
、
通

年
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
通
年
予
算
と
い
っ
て
も
町
村
の
場
合

は
国
と
は
事
情
が
違
う
の
で
、
年
間
を

通
じ
て
全
然
補
正
な
し
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
歳
入
の
約
四
割
を
占
め

る
普
通
交
付
税
の
額
が
決
定
す
る
の
は

八
月
で
あ
り
、
特
別
交
付
税
や
起
債
の

ワ
ク
が
き
ま
る
の
は
年
度
末
に
近
い
二

月
か
ら
三
月
ご
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
国

県
補
助
事
業
も
六
月
か
九
月
ご
ろ
に
な

ら
な
け
れ
ば
具
体
的
な
見
通
し
が
つ
か

な
い
も
の
が
多
い
、
と
い
っ
た
事
情
の

ほ
か
、
人
事
の
異
動
や
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
給
与
改
定
等
が
年
度
の
途
甲
で

行
な
わ
れ
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
最
少
限
こ
れ
ら
の
補
正
は
避
け

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事

情
の
な
い
経
費
に
つ
い
て
は
年
間
を
通

し
て
な
る
べ
く
補
正
し
な
い
と
い
う
の

が
総
合
予
算
主
義
の
ね
ら
い
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
　
「
足
り
な
く
な
れ
ば
補
正
す

る
」
と
い
っ
た
予
算
に
対
す
る
安
易
な

観
念
を
是
正
す
る
効
果
が
あ
る
。

　
総
合
予
算
主
義
採
用
の
第
一
年
度
で

あ
っ
た
四
十
三
年
度
は
、
年
度
末
ま
で

に
六
回
の
補
正
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ

の
額
は
三
千
八
百
四
十
四
万
二
千
円
で

当
初
額
の
一
四
’
％
に
当
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
績
を
検
討
し
て
、
四
十
四

年
度
予
算
に
お
い
て
は
雪
害
対
策
費
五

百
二
十
三
万
や
公
共
施
設
の
除
雪
費
等

こ
れ
ま
で
補
正
で
措
置
し
て
い
た
経
費

に
つ
い
て
も
当
初
か
ら
計
上
し
た
ほ
か

一
般
経
常
費
に
つ
い
て
は
特
別
の
事
情

が
な
い
限
り
年
間
を
通
じ
て
補
正
し
な

い
と
い
う
方
針
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。

新
予
算
の
重
点

　
予
算
の
重
点
事
項
と
し
て
は
、
総
合

開
発
計
画
第
一
年
度
と
し
て
、
千
手
簡

易
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
、
道

路
整
備
、
仙
田
地
区
県
単
山
村
振
興
事

業
、
橘
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
費
等
が
優

先
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、
税
外
負
担
軽
減

計
画
に
基
づ
い
て
、
町
道
、
消
防
施
設

等
に
つ
い
て
地
元
負
担
の
軽
減
が
行
な

わ
れ
た
こ
と
、
特
殊
勤
務
手
当
や
被
服

貸
与
が
制
度
化
さ
れ
て
計
上
さ
れ
た
こ

と
、
食
糧
費
や
燃
料
費
の
合
理
化
に
よ

る
節
減
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。
災
害
復
旧
費
以

　
　
外
は
軒
な
み
増
加

　
次
に
、
予
算
の
内
容
を
財
源
構
造
や

支
出
の
状
況
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
昨
年
度
は
災
害
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
反
映
し
て
、
他
の
費
目
は
軒
な

み
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

災
害
復
旧
費
だ
け
は
四
二
％
の
大
幅
減

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
歳
入
、

歳
出
と
も
そ
の
構
成
比
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
年
度
は
歳
出

全
体
の
甲
で
災
害
復
旧
費
の
占
め
る
率

が
一
六
、
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
新
年

度
に
お
い
て
は
八
、
τ
％
と
半
減
し
て
お

り
、
歳
入
面
で
は
国
庫
支
出
金
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
目
的
別
に
見
た

歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
道
路
整
備
、

雪
害
対
策
費
等
を
含
む
土
木
費
の
対
前

年
比
四
三
％
増
が
目
立
つ
ほ
か
、
総
務

費
、
民
生
費
、
公
債
費
等
が
い
ず
れ
も

かいせつ

昭和44年度譜予算

丸山精二郎企画室長

三
〇
％
以
上
の
ぴ
て
い
る
。
こ
の
甲
に

は
総
務
費
に
お
け
る
退
職
手
当
組
合
負

担
金
の
一
括
計
上
や
民
生
費
の
へ
き
地

保
育
所
保
育
料
の
よ
う
に
予
算
の
組
み

方
の
違
い
に
ょ
る
増
減
も
あ
る
の
で
、

見
か
け
上
の
増
減
だ
け
で
は
律
し
ら
れ

な
い
面
も
あ
る
。
ま
た
率
と
し
て
は
予

備
費
や
商
工
費
の
の
ぴ
も
大
き
い
。

　
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
最
大
の
比
率

を
占
め
て
い
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、

そ
の
額
一
億
二
千
三
百
六
十
万
円
は
前

年
比
二
〇
’
％
増
、
歳
入
全
体
の
三
九
、
六

’
％
に
当
た
つ
て
い
る
。
か
っ
て
は
不
交

付
団
体
で
あ
っ
た
川
西
町
が
、
い
ま
で

は
交
付
税
を
最
大
の
財
源
と
頼
ん
で
い

る
わ
け
で
あ
る
。
次
い
で
町
税
の
九
千

七
百
五
十
万
円
が
歳
入
総
額
の
三
一
、
三

％
に
当
た
つ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
自
主
財
源
で
あ
る
が
、
そ
の
比
率
は

年
々
低
下
し
て
お
り
、
ま
さ
に
三
割
自

主
財
源
と
な
つ
て
い
る
。
川
西
町
発
足

当
初
は
歳
入
総
額
の
半
分
以
上
を
占
め

て
町
の
ド
ル
箱
と
い
わ
れ
た
国
鉄
の
大

規
模
固
定
資
産
税
も
、
現
在
で
は
歳
入

の
一
二
’
％
と
そ
の
相
対
的
比
重
は
低
下

し
た
。
し
か
し
、
三
千
八
百
八
十
万
と

い
う
額
は
、
な
お
固
定
資
産
税
総
額
の

三
分
の
二
、
町
税
全
体
の
約
四
割
に
当

た
る
重
要
財
源
で
あ
る
。

（
一
般
財
源
）

二
億
三
千
百
万
円

　
以
上
の
地
方
交
付
税
と
町
税
の
二
つ

を
主
体
と
す
る
二
億
三
千
百
万
円
が
一

般
財
源
と
し
て
町
が
自
由
に
使
え
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
般
財
源
が

多
い
ほ
ど
財
政
の
自
主
性
が
確
保
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
釆
一
般

財
源
の
率
は
上
昇
し
て
わ
り
、
前
年
度

の
七
一
、
七
，
％
に
対
し
て
新
年
度
は
七
四
、

7
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
庫
支
出
金
の
減
は
災
害
復
旧
の
減

に
伴
う
補
助
金
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
県
支
出
金
の
増
は
県
単
山

村
振
興
事
業
関
係
の
増
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
町
債
も
道
路
、
消
防
、
教
育
関

係
起
債
の
増
が
災
害
復
旧
債
の
減
を
上

ま
わ
っ
て
増
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
財
政
の
健
全
性
を
は
か
る
目
や
す
と

し
て
、
経
常
収
支
比
率
と
か
、
公
債
費

比
率
等
い
く
つ
か
の
尺
度
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
通
常
決
算
に
対
し
て
適
用
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
仮
に
こ
れ
ら
の

尺
度
を
用
い
て
新
年
度
予
算
を
診
断
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

財
政
構
造
か
ら

　
　
み
た
健
全
性

　
経
常
収
支
比
率
と
い
う
の
は
、
経
常

一
般
財
源
の
う
ち
人
件
費
、
物
件
費
、

維
持
補
修
費
等
の
経
常
費
に
充
当
さ
れ

た
割
合
の
こ
と
で
、
こ
の
比
率
が
低
い

ほ
ど
財
政
構
造
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
八
O
％
を
こ
え
る
場
合

は
危
険
信
号
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

県
地
方
課
で
は
、
こ
の
比
率
を
七
五
％
『

以
下
に
押
え
る
よ
う
に
と
指
導
し
て
い

る
が
、
川
西
町
の
当
初
予
算
に
お
い
て

は
七
一
、
四
％
で
類
型
町
村
に
比
べ
て
も

低
い
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
新
年
度
の
公
債
費
す
な
わ
ち
借

入
金
元
利
償
還
額
は
、
二
千
百
四
万
二

千
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
利
子
の
七
百

九
十
一
万
八
千
円
を
三
百
六
十
五
日
で

割
る
と
二
万
一
千
七
百
円
と
な
る
。
そ

の
意
味
で
は
借
金
の
利
子
を
毎
日
二
万

円
以
上
支
払
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
町
の
財

政
が
不
健
全
だ
と
い
う
の
は
単
純
す
ぎ

る
計
算
で
あ
る
。
公
債
費
に
つ
い
て
は

元
利
償
還
金
に
充
て
ら
れ
る
一
般
財
源

が
経
常
一
般
財
源
総
額
に
対
す
る
割
合

を
過
去
三
年
間
の
平
均
値
で
示
す
公
債

費
比
率
に
よ
つ
て
評
価
さ
れ
る
。
こ
の

比
率
が
二
〇
’
％
以
上
に
な
る
と
起
債
の

許
可
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
制
限
が
あ

り
、
三
〇
％
以
上
は
原
則
と
し
て
起
債

が
許
可
さ
れ
な
い
。
川
西
町
の
場
合
は

四
十
一
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
の
平
均

値
は
五
％
で
あ
り
、
四
十
四
年
度
は
診

療
所
の
棚
上
赤
字
分
六
百
四
十
万
を
計

上
し
た
た
め
若
干
上
昇
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
七
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で

ま
だ
危
険
ラ
イ
ン
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　
歳
出
の
性
質
別
区
分
に
よ
れ
ば
、
人

件
費
が
全
体
の
三
二
、
一
7
％
と
前
年
度
に

比
し
て
や
や
増
加
し
て
い
る
が
、
普
通

建
設
事
業
も
二
七
、
六
％
と
前
年
度
よ
り

約
四
％
増
加
し
て
い
る
。
｝
方
災
害
復

旧
事
業
費
は
前
年
度
の
一
〇
、
八
％
か
ら

八
、
一
％
に
落
ち
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ

の
建
設
事
業
費
の
計
が
三
五
、
七
％
と
な

り
、
人
件
費
と
建
設
事
業
費
と
そ
の
他

で
予
算
全
体
を
三
分
し
た
形
と
な
っ
て

い
る
。年
々
上
昇
す
る

　
　
投
資
的
経
費

　
さ
ら
に
、
建
設
事
業
費
や
投
資
的
な

物
件
費
等
の
投
資
的
経
費
と
、
人
件
費

物
件
費
、
維
持
補
修
費
等
の
消
費
的
経

費
に
分
類
し
て
そ
の
割
合
を
見
る
方
法

が
あ
る
。
こ
の
分
類
に
よ
る
と
投
資
的

経
費
は
一
億
三
千
六
百
八
十
八
万
九
千

円
で
四
三
、
九
’
％
、
消
費
的
経
費
は
一
億

六
千
九
百
五
十
三
万
九
千
円
で
五
三
、
三

％
と
な
る
。
投
資
的
経
費
の
率
は
四
十

三
年
度
が
三
八
、
四
％
、
四
十
二
年
度
が

三
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
上
昇
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
歳
出
総
額
に
対
し
て
一
、
九
・
％

に
当
た
る
予
備
費
は
、
標
準
か
ら
見
れ

ば
ま
だ
少
な
い
率
で
あ
る
が
、
五
百
五

十
八
万
六
千
円
と
い
う
額
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
最
高
の
数
字
で
あ
り
、
四

十
三
年
度
か
ら
給
与
改
定
に
つ
い
て
交

付
税
の
再
算
定
が
行
な
わ
れ
な
く
な
っ

た
の
で
、
人
事
院
勧
告
に
備
え
て
給
与

改
定
の
重
要
な
留
保
財
源
と
な
る
も
の

で
あ
る
。




